
終了

学齢 クラス数 1 合計 10 名

開始日 R5.5.8 終了日 R6.12.9 150 日

参加対象（実働） ５歳児

実施期間

【そらべあちゃんの日】実施報告書

貴園名

活動名 そらべあのきもちプログラム

認定こども園　融合こども園

©特定非営利活動法人そらべあ基金

引き続き、地球温暖化防止に向けて、自分たちにできることは何かを、子どもたちと一緒に考えてい
きたい。そらべあ劇を通して、保護者の方からも、「環境問題について大人も考えさせられる内容
だった」との意見をいただいたため、今後もそらべあ劇を続けていきたい。

実施延べ日数

活動のテーマ そらとべあのためにできること
活動の内容 そらべあ劇を通して、自分たちにできることは何かを考える

・そらべあの絵本、紙芝居の読み聞かせをする。
・そらとべあのために、自分たちにできることは何かを考える。
・子どもたちと考えて出た意見をもとに、「こまめに電気を消す」「水を出しっぱなしにしない」
「二酸化炭素を吸収してもらうために、野菜や植物を植える」この３つを主に取り組む。
・配布していただいたバナナペーパーカードを作って遊ぶ。
・バナナペーパーカードは家に持ち帰って、保護者の方とも一緒に地球温暖化防止について考えなが
ら、何かできることを実践してもらう。
・そらべあのお面作りをし、そらとべあになりきって劇遊びをする。
・１２月の生活発表会で「そらべあ劇」を発表する。

園の様子・変化 活動を振り返って、開始前と開始後の変化があれば教えてください

そらべあ劇を通して、役になりきることで、そらとべあの気持ちを考えたり、自分たちに何ができる
のかを考えたりするようになった。地球温暖化防止に取り組むことで、環境問題に関心を持つことが
できた。地球にも興味を持って、地球儀から北極や南極の位置を探すようになり、「北極はどこ？」
「南極大きい！」「日本から離れてるね」などのつぶやきが聞かれた。子どもたちと一緒に地球温暖
化防止に取り組むことで、職員や保護者の意識も変わり、この活動がとても良い機会になった。

今後の活用 　来年度の活動に活かしたいこと



終了

【そらべあちゃんの日】実施報告書（写真）

貴園名

©特定非営利活動法人そらべあ基金

認定こども園　融合こども園

地球温暖化防止のためにできること

「こまめに電気を消す」「水を出しっぱなしにしない」
「二酸化炭素を吸収してもらうために野菜や植物を育て
る」など、子どもたちと一緒に考えたことを実践していき
ました。毎日繰り返し行うことで自然と身に付き、習慣化
していきました。

園の取り組みとしては、プラスチック製品、ポリ袋はなる
べく使わない、ごみを減らす、小さくして捨てる、給食の
食器も陶磁器に変えるなど、行っています。

画像

タイトル 生活発表会

R5年12月に、生活発表会で「そらべあ劇」をしました。地
球温暖化防止のために、子どもたちが取り組んできた活動
の写真をプロジェクターで映し、保護者の方にも今までの
取り組みを知ってもらいました。

竹内まりやさんの「いのちの歌」を一部そらべあバージョ
ンに歌詞を変えて歌いました。後日、保護者アンケートで
「環境問題について、大人も考えさせられる内容だった」
「感動した」との意見をいただきました。

画像

タイトル 絵本・紙芝居の読み聞かせ

そらべあの絵本や紙芝居の読み聞かせをしました。「お母
さんと離ればなれになってかわいそう」「地球温暖化って
なに？」と、子どもたちのつぶやきも聞こえました。地球
温暖化の説明をし、そらとべあが住んでいる北極の氷が溶
けないためには、どうしたらいいのかを子どもたちと一緒
に考えました。

画像

タイトル


